
今年度から「後期高齢者医療制度」の被保険者も助成
令和2年度の人間ドック受診費用助成金の申請期限は、
令和3年3月31日㈬です。

□対象　次の♳～♷を全て満たす方
　♳令和2年4月1日から令和3年3月31日までの間に人間ドックを受診している
　♴人間ドック受診日の属する年度内に、市が実施する基本健診（※）を受診していない
　　※市が実施する基本健診…まちぐるみ総合健診、個別健診
　　★個別健診は、加東市国民健康保険の被保険者のみが対象です。
　♵次の🄰、🄱のいずれかに該当する
　　🄰人間ドック受診日において、加東市国民健康保険の被保険者であり、加東市国民健康保険税を滞納
　　　していない世帯に属する
　　🄱人間ドック受診日において、後期高齢者医療制度の被保険者であり、次の要件を両方満たす
　　　□加東市に住民登録がある
　　　□後期高齢者医療制度保険料を滞納していない世帯に属する
　♶受診結果を市に提供する
　♷市税等の滞納がない
□助成金額
　♳加東市民病院で受診した場合…27,000円
　♴加東市民病院以外で受診した場合…受診費用の50％（上限有り）
　　※上限額　1日人間ドック…18,000円　1泊2日人間ドック…30,000円
□申請方法　保険医療課に必要書類をお持ちのうえ、直接お越しください。
□必要書類
　♳受診者の健康保険証　
　♴認印（スタンプ印不可）
　♵届出者本人を確認できる書類（例マイナンバーカード、運転免許証）
　♶人間ドック受診費用の領収書（原本）
　♷受診結果表
　♸助成金の振込先口座が分かるもの（通帳等）
　　※受診者以外の名義の口座に入金する場合は、委任状が必要です。
□申請期限　令和3年3月31日㈬

㉄市民協働部保険医療課（庁舎1階）　
　国民健康保険　担当：小林奈穂　☎43-0500　
　後期高齢者医療制度　担当：川居美香　☎43-0501

　児童扶養手当法の一部改正に伴い、令和3年3月分（令和3年5月支払分）の手当から、児童扶養手当と障害基礎年
金等（※1）の併給調整の方法が変更されます。

※1…国民年金法に基づく障害基礎年金、労働者災害補償保険法による障害補償年金等をいいます。詳しくは、　
　  厚生労働省のホームページをご覧ください。ただし、障害基礎年金等以外の公的年金（遺族年金等の障害年金
　  以外の公的年金等や障害厚生年金３級）のみを受給している方は、今回の見直しの対象外です。

♴障害基礎年金等を受給している受給資格者の所得の算定方法が変わります。
　令和3年3月分の手当以降は、障害基礎年金等を受給している受給資格者の支給制限に関する「所得」に非課税公
的年金給付等(※2)が含まれるようになります。

※2…障害年金、遺族年金、労災年金、遺族補償など。詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。

■申請ついて
　□申請方法　福祉総務課に持参
　　※必要書類等、詳細は福祉総務課にお問い合わせください。
　　※既に児童扶養手当受給資格者として認定を受けている方は、申請は不要です。
　　※認定を受けていない方が、児童扶養手当を受給するためには、申請が必要です。

■支給開始月
　申請の翌月分から支給されます。ただし、これまで障害基礎年金等を受給していたため児童扶養手当を受給で
きなかった方のうち、令和3年3月1日時点で支給要件を満たしている方は、令和3年6月30日㈬までに申請すれば、
令和3年3月分の手当から受給できます。

㉄健康福祉部福祉総務課（庁舎1階）　担当：藤井智華子　☎43-0408
　　　　　　　

児童扶養手当と障害基礎年金等の併給調整の見直しについて

改
正
前

改
正
後

障害基礎年金等の額が児童扶養手当の額を超えるため、後者は支給停止

障害基礎年金等のうち、子の加算部分と児童扶養手当の額を比較し、
後者が前者を超える場合、差額を支給

♳児童扶養手当と調整する
　障害基礎年金等の範囲が変わります。
　これまで、障害基礎年金等を受給してい
る方は、障害基礎年金等の額が児童扶養手
当の額を上回る場合、児童扶養手当を受給
できませんでしたが、令和3年3月分の手当
以降、児童扶養手当の額が障害基礎年金等
の子の加算部分の額を上回る場合、その差
額を児童扶養手当として受給できるよう
になります。
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広報かとう
令和3年3月号
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小塚ゴシック EL

コーポレートロゴ B
コーポレートロゴ M

小塚ゴシック L
小塚ゴシック R
小塚ゴシックM
小塚ゴシック B
小塚ゴシックH

広報かとう
令和3年3月号
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�

♳
♴
㈭

♳
♴
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♶

☎
�

スマートフォントUI

12345 仕事メモ書き

12345 えり字

12345 おひさまフォント太

12345 からかぜフォント R

12345 まきばフォント

12345 ふい字

12345 851 手書き雑


